
2025 年度

人

事業費合計 千円 千円 千円 千円

担当正職員 人 千円 1.2 人 7,290 千円 人 千円 人 千円

臨時職員等 人 千円 0.6 人 3,660 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 人 千円 人 10,950 千円 人 0 千円 人 0 千円

千円 千円 千円 千円

上位施策事業名

根拠法令等 選挙管理委員会事務局

事業内容

（手段、手法など）

事務区分 浅見宏幸

実施の背景

実施方法

☑直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

目　的

（何のために）

入間市議会議員選挙において、候補者の経済的負担を軽減し、誰もが平等に立候補できる環境を整えることを目

的としています。資金力による不公平をなくし、公正で健全な選挙を実現するため。

事

業

概

要

対　象

（誰・何を対象に）

関連事業

（同一目的事業等）

選挙には多額の費用がかかり、資金力のある候補者が有利であったため、経済的理由で立候補を断念する人が多

く、不平等が生じていたことから、選挙費用の一部を公費で負担する「選挙公営制度」が導入された。しかし、

市議会議員選挙における一部の選挙公営制度は公職選挙法に規定がないことから入間市では1994年度に条例を

制定し、市議会議員選挙での選挙公営制度を整備した。

総事業費 0 29,075 0 0

0

選挙運動用自動車のレンタル費用　　1,741,131円

選挙運動用自動車のガソリン代　　　　316,550円

選挙運動用自動車の運転手代　　　　1,739,500円

選挙運動用ビラの作成費用　　　　　　555,960円

選挙運動用ポスター作製費用　　　 10,672,626円

選挙運動用はがき郵送代　　　　　　3,098,845円

人

件

費

0 18,125 0

事業費内訳
（2024年度分）

入間市議会議員一般選挙における選挙公営に関する届出書及び契約書（写し）を立候補受付時に確認をする。

各候補者と事前審査を行い、作成単価や作成数量の確認を行う。

確認する選挙運営は以下の４点である。

　①選挙運動用自動車の使用（自動車・燃料・運転手）

　②選挙運動用ビラの作成

　③選挙運動用ポスターの作成

　④選挙運動用通常はがきの交付

確認後、入間市議会議員及び入間市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等に公営に関する条例及び規則に

基づき、各候補者が契約した業者が市へ請求を行い、市が限度額の範囲内で直接支払う。

事業シート
事業名 1994年度

事業内容

事

業

費
コ

ス

ト

事業開始年度市議会議員選挙公営

担当局・部名

公職選挙法施行令、入間市議会議員及び入間市長の選挙における選挙運動

用自動車の使用等に公営に関する条例及び規則
担当課･担当名

☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者

入間市議会議員一般選挙及び入間市議会議員補欠選挙の立候補者
対象者数（全住民に対する割合）

26 (0.02%)

2025年度（予算） 2024年度（決算） 2023年度（決算） 2022年度（決算）



2025 年度

事業シート
事業名 1994年度事業開始年度市議会議員選挙公営

千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

一般財源 千円 千円 千円 千円

財源合計 千円 千円 千円 千円

単位

人

／ 円

単位

人

☑

国県支出金の内容

その他特財の内容

事

業

成

果

成果目標

（指標設定理由等）

選挙における候補者の経済的負担を軽減し、誰もが平等に立候補できる環境を整備することを目的とする。

成果

（目標達成状況）

0/0 0/0

2022年度

/ /

/ /

要改善

市議会議員選挙における立候補者数 26/22

/

/

2024年度 2023年度【成果指標名】（実績値/目標値）

現行通り・拡充

事

業

実

績

活動実績

単位当たりコスト

/ /

0/0 0/0

/

0

/

0

2024年度

29,075

その他特財

課

題

2024年度

2025年度

財

源

内

訳

入間市議会議員の任期が2029年3月29日に満了するため、次回選挙を公正かつ適正に執行するため準備を進め

ていく。また、限度額はあくまで公営負担の限度額であることを説明する必要がある。

自己評価

評価の内容

令和6年度入間市議会選挙においては、議員定数22人対し26名が立候補した。市議会議員選挙における選挙公営

制度の整備により、定数を上回る候補者が集まり、有権者の選択肢が拡大するとともに、より良質な政策および

適任者の選出が可能となった。また、以下のとおり立候補者26名の限度額と実際の支出額をそれぞれ比較した結

果、支出額が限度額を下回っているため、適正に契約されていることが確認できる。

【内訳】　　　　　　　　　　　 【限度額（A） 【支出額（B）】　【（A）－（B）】

選挙運動用自動車のレンタル費用　2,930,200円　　1,741,131円　　　1,189,069円

選挙運動用自動車のガソリン代　　1,401,400円　　　316,550円　　　1,084,850円

選挙運動用自動車の運転手代　　　2,275,000円　　1,739,500円　　　　535,500円

選挙運動用ビラの作成費用　　　　　803,920円　　　555,960円　　　　247,960円

選挙運動用ポスター作製費用　　 13,679,453円　 10,672,626円　　　3,006,827円

選挙運動用はがき郵送代　 　　　 3,276,000円    3,098,845円　　　　177,155円

2023年度 2022年度

29,075

市議会議員選挙における立候補者数

市議会議員選挙におけ

る立候補者数

26/22

/

/

1,118,269

廃止・凍結
国・県・広域・民間

への移管

国県支出金

総事業費

【活動指標名】（実績値/目標値）



2025 年度

事業シート
事業名 1994年度事業開始年度市議会議員選挙公営

特記事項

比較参考値

（他自治体での類似

事業の例など）

埼玉県及び近隣市においても、選挙公営に関する条例及び規定が制定されている。入間市と同様に令和７年度の

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、国の基準額に変更する見込みである。

おおよその立候補者が限度額での契約を行っていること、国が社会情勢に合わせた基準額となるよう定期的に見

直していることから、不当に高額な限度額とはなっていないと判断できるため入間市においても国の基準額に合

わせて増額の条例改正を行っていく。また、今後執行される入間市議会議員一般選挙では立候補予定者説明会に

て公営制度の説明、適切な契約を行うことを指導し、事前審査においては、適正な作成単価である事、正しく契

約しているかの確認を行う。

今後の予定

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。


